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any（エニー）とは、ラテン語の「新芸術（=ars nova）」と「山口（yamaguchi）」の頭文字を組み合わせた言葉です。

C O N T E N T S

特集

03  嫌悪に満ちた友情
特別企画展
「富永太郎と中原中也」

08  any通信
◎アーティストボイス 塚原悠也 （ダンサー／contact Gonzo）

◎お先に試写しました 「ボヘミアン・ラプソディ」（監督：ブライアン・シンガー）
◎わたしも観ました 「ナイトクルージング」 村田 敦 （ベジタブル喫茶ToyToy店主）

◎読書の窓 アゴダ・クリストフ  『悪童日記』
◎この日の出来事  7月26日
◎MY TOOL  「SONY MDR-CD900ST（ヘッドフォン）」 
 中上淳二（山口情報芸術センター 音響担当）

ピックアップイベント

10  山口情報芸術センター
 スイッチ総研×YCAM 特別納涼企画

館内ツアー型スイッチ
「あなたの知らない夜のYCAM」
「スイッチ」を押すと何かが起こる。3秒～30秒の小さな演劇

 中原中也記念館
中原中也記念館 開館25周年記念
トーク&ワークショップ 

「紙資料を未来へ──文学館のシゴト」
あなたの知らない資料修復と本の世界

中原中也の会共催 公開講演
大林宣彦が語る「演じられる中也」

山口市民会館
オフィス3〇〇「私の恋人」
上田岳弘原作、小日向文世×のん×渡辺えり出演の新作舞台

アロハカーニバル2019
フラダンスを楽しむ! 知る!

13  星空の下で楽しむ映画上映。

1 4  イベントカレンダー　7～9月
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令和元年 7月1日発行
発行：公益財団法人山口市文化振興財団

本誌記事の無断転載を固く禁じます。

summer 2019  JUL .– SEP.
109

富永太郎　TOMINAGA Taro
1901年、東京生れ。詩人。東京府立一中から第二
高等学校理科に進学。ボードレールの詩に影響を受
け、詩作をはじめる。人妻との恋愛問題で21年退学。
翌年東京外国語学校仏語科に入学するが、のちに中
退。後上海・京都に遊び、京都で中原中也と知り合い、
大きな影響を与える。24年12月、一中時代の下級生
小林秀雄の勧めで雑誌「山

やま

繭
まゆ

」の創刊から同人となり
詩を寄稿、フランス象徴派風の独自な詩風が高く評価
された。25年、肺結核のため24歳で夭折。没後、友
人たちの手によって『富永太郎詩集』が刊行される。
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不倫は姦通罪という犯罪になってしまう。
富永家がうまくおさめ表沙汰にはならな
かったようですが、そのときに相手の女性
の裏切りにあい、心の傷として残ってし
まいます。すべてを忘れたくて、日本を離
れ海外で暮らそうと上海に逃げていくの
ですが、うまく仕事につけずお金はなくな
り、自分でもどう生きるべきか方向性を見
失ってしまう。そんな生活からも逃げて、
日本に戻ってきます。そのあと京都に行
き、そこで中也と出会うことに。中也と出
会ったころの富永は、自分のなかで一波
乱あったあとでした。
お互いに惹きつけ合ったのか、出会うべ
くして出会った2人。中也が富永と京都
で一緒に過ごしたのは半年弱という短い
期間でしたが、当時17歳の多感な少年・
中也にとってその存在は大きく、文学の
世界では先輩でお兄さん的な存在だっ
たと思います。

出会うべくして出会った 
中也と富永太郎。

今回の特別企画展で取り上げる「富永太

郎」とは一体どんな人物なのでしょうか。

富永太郎は中也より6歳年上の詩人で
す。フランス語が堪能で、フランスの象
徴詩の翻訳もするなど、博識で知性にあ
ふれた人でした。文学もジャンル問わず
色々読んでいて、絵も描き、演劇もよく観
ていて、その作品に対して鋭い批評を友
人に手紙で書き送るなど、とても幅の広
い芸術家だといえます。なかでも、絵画に
関しては、最後まで画家になろうか、詩人
になろうか迷っていたほど。最終的には
詩人として活動をすることになるのです
が、残念ながら24歳という若さで結核で
亡くなってしまいます。
東京生まれで、格式のある名家の長男と
して育った生粋のお坊ちゃま。富永はす
らっと背が高く、中也の恋人だった長谷
川泰子は「ダンディで品があった」と話し
ています。タバコがすごく好きで白い陶
器のパイプをもっていて、それを吸いな
がらおしゃれに街を歩いたようで、ハイセ
ンスで洗練された都会人といった印象が
あったようです。

中也と富永太郎はどこで出会ったので

しょうか。

中也が山口中学校を落第して京都の立
命館中学に通っていたときです。富永は
先ほどもお話ししたように名家の出でエ
リートコースを進んでいった人でしたが、
第二高等学校に通うために移り住んだ仙
台で人妻と恋愛関係に陥ってしまいます。
そのことが家族の知るところになり、当時
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る存在だったのだと
思います。
また富永太郎は小林
秀雄とも知り合いで、
療養のため東京に
戻った富永を追いか
けるようにして中也も
上京し、そこで中也は
富永の紹介で小林と
知り合うことになりま
す。交友関係でも富
永の影響を大きく受
けました。

富永太郎は詩人として当時から評価され

ていたのでしょうか。

中也をはじめ周りの人たちは、その学の
深さや、彼が書く詩の独特の世界に魅了
されていて、みんな富永を高く評価して
います。また、富永の死後、意外なところ
では太宰治が富永の詩集を読み、その詩
を褒めていたという資料もあります。大
岡昇平も戦後になりますが、富永に関す

る本を出版したりしてい
ます。

ですが、富永は早く亡く
なってしまったせいもある

のか、いわゆる詩壇に属し
て詩を発表していたわけ
ではなかったので、知る人
ぞ知る詩人という存在で
した。残念ながら、いまは
中也ほど読まれてはいま
せん。中也を知って、友人
の一人として富永が出て

くるので知った、という方はいらっしゃる
かもしれませんが…。

もし、富永がもっと長く生きていたらどう

だったでしょうね。

もっとたくさんの詩を残していたでしょう
し、日本の詩の歴史も変わっていたかも
しれません。中也の詩も変わっていたか
もしれませんね。

富永からみた中也はどんな存在だったの

でしょう？

京都で出会った当初は、富永も中也の下
宿によく行き文学を語り合っていたと、中
也の恋人・泰子が言っています。小さくて
ピエロのようなだぼっとした長ズボンを
はいておどけた格好の中也と、すらっと
背の高い富永の2人が歩いている姿は、
まるでフランスの詩人ランボーとヴェル
レーヌみたいだった、とも。ちょっとロマ

ンチックですね（笑）。
ですが、徐々に富永はこの6歳年下の少
年をどう扱っていいのか、手を焼くように
なっていきます。当時中也は、ダダイズム
（芸術上の一主義。伝統的な形式に強く
反抗した芸術の潮流）に傾倒していたの
で周りからあだ名として、「ダダさん」とか
「ダダイスト」と呼ばれていて（ただし、途
中で中也はダダイズムから離れていきま
す）、富永の書簡にも時々その呼び名で中
也が登場するのですが、「ダヾイストとの
dégoût〔嫌悪〕に満ちたamitié〔友情〕に淫
して四十日を徒費した。」と書かれたもの
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◎未発表詩や草稿、ノートが見られて、とてもよかったです。 （30代女性　テーマ展「四季詩集――中也とめぐる春夏秋冬」より）

◎色彩に魅了されました。前回観てから数十年の時を経て言葉もまた染み入りました。 （YCAM爆音映画祭2019：密室爆音「ざくろの色」より）

◎舞台も近く、子供も狂言に親しみをもてたと思う。 （40代女性　「でべそ版ずっこけ狂言 でんでんむしむし48」より）

◎記録音声を聞き、上田敏雄氏の思想、人となりを感じることができました。 （30代女性　企画展「沸騰する精神――詩人・上田敏雄」より）

20歳頃の富永太郎

富 永 太 郎

中 原 中 也

中也は富永からどんな影響を受けたので

しょうか。

中也自身も「彼（富永）より仏国詩人等の
存在を学ぶ」と言っているように、フランス
詩の知識は富永から学んでいます。それ
までのダダイズム調の詩からフランス詩
にみられるような抒情性のある詩を書くよ
うになるなど、中也は文学的な影響を強く
富永から受けています。10代で山口の地
方から出てきた中也からみたら、富永は洗
練された都会人で自分の知らない世界を
たくさん知っている人。そんな人を目の当
たりにしてある種の衝撃が中也にはあっ
たんじゃないかなと思います。中也はその
横にいて、富永がもっている知識をどん欲
に自分のなかに吸収しようとする、その反
面、この人には負けたくないというライバ
ル意識もあったのではないでしょうか。中
也にとって富永は、文学的な大先輩であ
り、かつ自分の個性をぶつけることのでき

『富永太郎詩集』

立命館中学3年の頃の中原中也
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があります。年齢や知識の差をものとも
せずにどんどんぶつかってくる中也の態
度に、富永はうんざりしていた、嫌気がさ
していたようです。この頃、富永は喀血し、
体調もどんどん悪くなっていく。そういう
状況のなかで中也がぶつかってくるのは
正直きつかったんじゃないかと思います。

2人の気持ちは、 
どこかすれ違っていたのでは。

中也は距離を縮めたがっていたけれど

も、富永は中也に対して距離を取ってい

くようになる?

上京した最初の頃、中也は富永を何度か
見舞うのですが、病状が徐々に悪化し、
危篤状態になる頃には会えていません。

そのときに看病していたのが富永の親
友、正岡忠三郎と冨倉徳次郎だったので
すが、自分が危篤状態であることをダダ
さん（中也）には言わないでくれと伝えて
います。なぜそのようなことを富永が伝
えたのかは、研究者のあいだでも意見が
分かれているところですが、私の個人的
な見解は、中也を遠ざけたかったのでは
ないか。富永の気持ちのなかで中也に対
してちょっと距離があったのではないか
ととらえています。

ただ、まだ10代だっ
た中也にはその気持
ちをとらえ切れてい
なかったのかもしれ

ません。富永には自分
のことを分かって欲
しいし、もっとつきあ

いたい。その気持ちを
ストレートに富永に
ぶつければぶつける

ほど、富永は身を引い
てしまう。何かあれば
すぐに逃げてしまう（自身も「遁走」という
言葉をよく使っていましたが）、そういう
ところがある人でした。そのあたりは中也
と性質がまったく違っていました。2人の
気持ちは相いれないところがあり、どこか
すれ違っていたのでは…。そこは色々な
見方があるので何とも言いきれないので
すが。そのあたりのことは展示で書簡な

どの資料を見ていただき、みなさんで感
じ取っていただけたらと思っています。

富永の死後、中也に変化はあったので

しょうか。

富永は結局、中也に会わないまま亡くなっ
てしまうのですが、当然中也は富永の死
にショックを受けます。純粋に亡くなって
しまって悲しいというのもありますが、自
分を文学的に成長させてくれた人を失っ
た衝撃は大きく、そのことは中也の詩作に

も影響をおよぼしていきま
す。中也は富永の死の翌年
に自分の方向性が決まっ
たと言い「朝の歌」という
詩を書きあげるのですが、
それは富永の影響から脱
して自分の世界を作って
いかなくてはという意識が
芽生えたことでできあがっ
た詩なのではないか、その
ことがこの詩をとおして浮
かび上がってきます。富永

と会わなければ、詩人・中原中也は現れて
いなかったかもしれません。

今回の展示はどういった内容・構成にな

るのでしょうか。

まず最初に富永と中也の出会いについ
て、たくさんの資料を使って丁寧に紹介
していきたいと思います。次に、富永太郎

の芸術世界というトピックで、彼が描い
たちょっと不思議なタッチの絵やフラン
ス詩の翻訳など、富永の芸術活動の幅広
さを紹介できればと考えています。
そして、富永と中也の作品を比較してみ
ていただきます。2人は似ているようにも
みえるけど、それぞれの詩を読めば読む
ほどその方向性の違いがみえてきます。
両者を比較しその違いをみせていくこと
で、それぞれの特性が浮かび上がってく
るような展示になればと考えています。

展示をとおして、一番伝えたいことは何

でしょうか。

まずは「富永太郎」を知って欲しいです
ね。いま彼について調査研究しながら、具
体的に展示の中身を考えているところな
のですが、一体、どういう人物なのか、そ
のことをとらえるのに実は苦戦していま
す。自分のことを自ら語る人ではなかった
ので、人柄を読み解くのが難しい。見方に
よって全然違う像がでてきますし、中也
と富永の関係性も解釈はさまざま。探れ
ば探るほど、色んなことが出てきそうな人
です。そこをどんどん掘り下げていこうと
思っています。
「富永太郎と中原中也」と出しても、大半
の人が「富永太郎」って誰?と疑問を持
たれると思います。交友関係も文学的な
素養も、中也に強い影響を与えた詩人と
して知られていて、中也をきっかけに富

P R E S E N T
特別企画展「富永太郎と
中原中也」のパンフレットおよび
関連グッズをプレゼントします。
【申込方法】 ご希望の方は下記のプレゼント番号を明
記の上、住所・氏名・年齢・電話番号・e‐mail等の連
絡先、今号の「any」の感想をご記入の上、7月31日
（水）までにハガキ（当日消印有効）・FAX・e-mailで
ご応募ください。

●A  特別企画展
　 「富永太郎と中原中也」   
 パンフレット（3名）

●B  県立神奈川近代文学館蔵

　 富永太郎版画 絵はがきセット（3名）

  富永太郎による版画作品4点の絵はがきセット。

【あて先】 〒753-0075  山口市中園町7-7

（公財）山口市文化振興財団
「any vol.109 特集プレゼント」係
FAX：083-901-2216　e-mail：any@ycfcp.or.jp
※当選の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

特別企画展
 「富永太郎と中原中也」
2019年8月1日（木）～9月23日（月・祝）
会場：中原中也記念館
［入館料］　（　）内は20人以上の団体料金
一般 320円（270円）　大学生 210円（162円）
70歳以上・18歳以下無料

木版画「プロムナード」※ 「上海の思ひ出」※ 「庭の隅」

「コンポジション」※ 「M夫人とその娘」自画像（1924年）※

※は県立神奈川近代文学館蔵

「門番さん」※

画家も志していた富永太郎。
ここでは、彼が残した絵や版画をご紹介します。富永太郎ギャラリーへようこそ

ま
ず
は
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を
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永太郎を知る研究者や読者は多いので
すが、中也から離れて富永太郎自身に目
を向けたときにどんな部分がみえてくる
のか。富永太郎の研究はまだまだ少なく
全集も出ていません。大岡昇平が『富永
太郎全集』の出版準備をしていたのです
が、もうすぐというところで亡くなり、その
あと進んでいません。それだけ富永太郎
の研究はまだ熟していないのだと思いま
す。この展示をきっかけに少しでも多くの
方に「富永太郎」を知っていただければ
嬉しいです。

中原中也  第一詩集 『山羊の歌』

【ランボーとヴェルレーヌ】　中原中也など日本の詩人らに大きな影響を与えた19世紀フランスの代表的な詩人アルチュール・ランボーと、同じく19世紀フランスの代
表詩人であり、マラルメ、ランボーとともに象徴派と呼ばれた詩人ポール・ヴェルレーヌ。ランボーとヴェルレーヌは出会って愛人関係になるも破局する。

わかる！
キーワード旧制二高時代の富永太郎

（県立神奈川近代文学館蔵）
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◎バイオテックに関わる人々の情熱、とりくみ、エネルギーに感動しました。 （30代女性　「パーソナル・バイオテクノロジー」より）

◎自分ではなかなか選ぶ機会のない作品に出会えるので、毎回爆音映画祭を楽しみにしています。 （「YCAM爆音映画祭2019：密室爆音」より）

◎狂言もとてもおもしろくて集中してみれた。 （10歳未満男の子　「でべそ版ずっこけ狂言 でんでんむしむし48」より）

◎林忠彦が印象を語る文章がユーモラスでおもしろく、それを受ける作家（特に安吾）の反応も笑いました。 （50代女性　企画展Ⅱ「文士の肖像――林忠彦写真展」より）

◎小遊三さんのテンポ良い笑顔のお話、笑点話、たくさん笑いました。 （「特撰落語会」より）
◎自分が作ったスポーツが実際に行われたのでとても楽しかったです。 （10代男性　「第4回未来の山口の運動会」より）

◎この小さな舞台でこの世界を表現できるってスゴイ!!  （40代女性　「三びきのやぎのがらがらどん」より）

◎季節感の表現がすごい。冬に関する詩を読むと本当に寒さを感じた。 （40代男性　テーマ展「四季詩集――中也とめぐる春夏秋冬」より）

たことや、本展の主役である上田敏雄のエピ

ソードなども交え解説し、約30分で終了。7月

には1時間たっぷり解説する〈たっぷり編〉を

開催します。これから展示を観る方はもちろん、

すでに観たという方でも新たな発見があること

間違いなし! ご参加お待ちしています。

中央図書館が
リニューアルしました。
山口情報芸術センター内にある山口市立中

央図書館が開館15周年を節目に、利用者の

方にもっと図書館で過ごす時間を楽しんでい

「プロムナード・トーク」へようこそ。

中原中也記念館では、職員が展示室で資料

を前にして展示を解説する「プロムナード・トー

ク」を行っています。去る4月21日、企画展「沸

騰する精神─詩人・上田敏雄」のイベント

としてプロムナード・トーク〈入門編〉が催され、

6名の方にご参加いただきました。本展を担当

した職員が、展示の内容はもちろん、スペース

の都合上展示では十分にご紹介しきれなかっ

今年も灼熱の夏、
到来の予感 !?
夏バテに気をつけて
元気でお過ごしください。

contact Gonzo + 
YCAMバイオ・リサーチ展（仮）
2019年10月12日（土）～2020年1月19日（日）
会場：山口情報芸術センター　スタジオA

アーティスト集団contact 
GonzoとYCAMのバイ
オ・リサーチメンバーとが共
同で新作インスタレーショ
ンを制作し発表する展覧
会。ここでは「身体はどこ
から来て、どこへ行くのか」

という問いを出発点に、DNAなどによる遺伝的継承と、
物語や伝承などによる文化的継承といったアプローチか
ら実験、フィールドワーク、文献調査を行い制作していく。
会期中には、関連企画も多数開催する。

塚原悠也
（ダンサー／contact Gonzo）

YCAMは新しいテクノロジーの知識や
作品への実装能力がヤバい

塚原悠也　TSUKAHARA Yuya

1979年、京都生まれ大阪在住。関西学院大学大学院文学部
美学専攻修士課程修了。2006年、アーティスト集団contact 
Gonzoの活動を開始。殴り合いのようにも、ある種のダンスの
ようにも見える、既存の概念を無視したかのような即興的なパ
フォーマンス作品を多数制作。またその経験をもとに様々な形
態のインスタレーション作品や、雑誌の編集発行、ケータリング
などもチームで行う。

2010年にYCAMでパフォーマンスを披露したのをはじめに、13年のYCAM10周年企画として、ま
た昨年は「未来の山口の運動会」のゲストとして、度々山口に招いてきたアーティスト集団contact 
Gonzo。この秋には新作インスタレーションをYCAMで発表します。メンバーの塚原悠也さんに
YCAMでの滞在制作への思いを伺いました。

2013年に行われ

たYCAM10周年

事業にゴンゾを呼

んでもらい、地下

のボイラー室での

展示と山の中で

のパフォーマンス

を作らせてもらっ

た。この企画を進

める際に意識していたことは、どこまで自分

たちの「フィジカル性」に基づいた制作がで

きるかということだった。YCAMは、新しいテ

クノロジーの知識や作品への実装能力がヤ

バいので自分たちはそこへ全く異なるものを

持ち込み、コラボをすることによって自分

たちでも予測できなかった領域に踏み込

めると思ったためだ。山の中でテントを張り

そこで生活をしながら「hey you, ask the 

animals.」というタイトルで動物の動きを

撮影しようと夜な夜な森に繰り出し、森の

木で小屋を建てたりしていた。今年はそん

なYCAMのバイオ・リサーチとのコラボが

実現する。既にあるバイオ・アートそのもの

の文脈を再解釈しつつも、どのように「フィ

ジカロジック（!?）」を組み立てていくのか非

常に楽しみにしている。自分たちの身体が

土や雨にまみれ、追い込まれることを待っ

ている。

 「ボヘミアン・ラプソディ」
（2018年／イギリス、アメリカ／135分／カラー）
［監督］ブライアン・シンガー　［出演］デクスター・フレッチャー、アーノン・ミルチャン、デニス・オサリヴァン、ジェーン・ローゼンタール

高の興行成績を収めています。誰もが聴き覚

えのあるヒット曲誕生の秘話に、思わず唸っ

てしまいました。錯綜するメディアが作り上げ

たスター像。華やかなスターとして生きていく、

彼の苦悩は想像をはるかに超え…。（ちなみ

にこの映画もここまで世界的ヒットを収めると

は、想像されなかったそうです。）当時のバンド

メンバーの心の叫びとも言える数々の名曲

が、YCAMで再びとどろきます!

前原美織（YCAMシネマ担当）

おとなりのコーナー“この日の出来事”で、前

回紹介された出来事を覚えていますか? 世

界的に有名な伝説のロックバンド「クイーン

（Queen）」が1979年5月2日、YCAMが

建っているエリアでライブを行ったという記事

でした。ついに、そのクイーンを描いた大ヒッ

ト映画「ボヘミアン・ラプソディ」がYCAM

の爆音映画祭に登場です! YCAM恒例の

爆音映画祭とはYCAMの音響機材を十分

にセットアップし、高解像度の音体験ができ

る貴重な映画祭です。

本作「ボヘミアン・ラプソディ」はクイーンの

ボーカル、フレディ・マーキュリーの半世を描

いており、現時点で伝記映画として史上最

2018 Twentieth Century Fox Film Corporation.  All rights reserved.

YCAMで観た映画作品について
シネマの常連・村田敦さんに
感想をお聞きしました!

観た作品 「ナイトクルージング」

（2018年／144分／日本）
［監督］佐々木誠

観た人 村田 敦（ベジタブル喫茶ToyToy店主）

観た日 2019年5月4日

匂い、幻覚、信頼関係、ジェンダー、そして監視カメラの故障。様々な視覚
表現を描いた劇中映画「ゴーストヴィジョン」では“見えないことが普通”の
加藤さんが“見えることが普通”の人々に新しいものの見方を提案しているよ
うだった。冒頭の暗闇シーンは耳だけが進化していく感覚で鳥肌が立った。

戦時下のある国で、困難な状況を協力し
て乗り越え、成長していく双子の物語で
す。双子の「ぼくら」が事実のみを淡 と々
日記に綴るという形で進行します。全3部
作となっており、この後の2巻と3巻はかな
り趣が異なっていますが、双子の顛末が
知りたい方はぜひ続けてお読みください。

羽島 由貴（山口市立中央図書館　職員）

『悪童日記』
作者名：アゴダ・クリストフ

訳者名：堀 茂樹　発行年：2001年
出版社名：ハヤカワepi文庫

中也も楽しんだ山口の祇園祭
大内時代に誕生し約600年も続いてきた山口の
祇園祭。毎年7月下旬に開催されていますが、詩
人・中原中也も帰省の折にこのお祭りを楽しんでい
たことが、彼が友人に宛てた手紙から読み取ること
ができます。その手紙には、1932年7月26日に祇
園祭に参加して、懐かしい旧友に会ったことも書か
れています。ただ中也が誰と会ったのか、祇園祭の
印象など具体的な記載はありません。中也がどのよ
うに地元の祭りを楽しんでいたのかは想像するしか
ありませんが、久しぶりに戻った故郷・山口の空気
と匂いを感じて、温かいまなざしでその光景を見て
いたことでしょう。中也も過ごした祇園祭が、今年も
7月20日から27日にかけて行われます。

昭和初期の祇園祭りの山車

7月26日

私の仕事の一つは、ある空間で、より良い音で作
品を鑑賞してもらうための音響設計と設営である。
厄介ながら、この「良い音」というのを定義するの
は非常に難しい。しかし「悪い音」を定義すること
はある程度できる。それは、本来出しているはずの
音とは違った音の鳴り方をしている時だ。それを確
かめるにはできる限り何の影響も受けていない、い
わゆるフラットな状態で音を再現する必要がある。
数あるヘッドフォンの中でもこの「SONY MDR-

CD900ST」は、非常にフラットかつどの音域も落
ち着いたレスポンスで再現してくれる。このヘッド
フォンで聴ける音を、スピーカーを通してある空間
内で再現し、どの場所にいても同じ様に聴こえ、低
域から高域までの音が無理なく伸び伸びと聴こえ
ることを目指し毎回音響設計を行っている。

中上淳二（山口情報芸術センター 音響担当）

「SONY MDR-CD900ST」
（ヘッドフォン）

2019年8月30日（金）、9月1日（日）予定
（「YCAM爆音映画祭2019」のプログラムとして上映）

会場：山口情報芸術センター　スタジオA
※料金等詳細はYCAMポータルサイトや
　チラシをご覧ください。

ただこうと改装工事を行い、3月23日にリニュー

アルオープンしました! 広 と々して居心地のい

い40人掛けのテーブルが図書館内に登場。

そこでは持ち込んだ飲み物を飲みながら、本や

雑誌をゆっくりと読むことができます。図書館に

足を運ぶ機会にしてもらいたいと不定期にイベ

ントも開催。図書館のイベントを心ゆくまで楽し

むもよし、図書館で出会った本と向き合いゆっ

くり味わうもよし、色んな時間を図書館でお過ご

しください。プロムナード・トークの様子

photo: Takuya Matsumi

photo: 伊藤隆之

企画展
「沸騰する精神─詩人・上田敏雄」
プロムナード・トーク
2019年7月14日（日）14：00～15：00
会場：中原中也記念館
［料金］無料（要入館料）
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◎ニール・ヤング、食わず嫌いだったのですが良かったです。 （50代女性　YCAM爆音映画祭2019：密室爆音「ジャーニー・スルー・ザ・パスト」+「マディトラック」より）

◎詩を四季別に味わい、最後に「詩は四季に隷属しない」という日記の一文を見られたのがとても感動した。 （20代女性　テーマ展「四季詩集――中也とめぐる春夏秋冬」より）

◎絵本ではこわいイメージのトロルが、とってもかわいくて良かったです。 （「三びきのやぎのがらがらどん」より）
◎テレビ、ラジオ、テープもいいが、何といっても生は最高!!  （「特撰落語会」より）

◎笑点とは違った落語家さんの本当の魅力を感じることができました。 （「特撰落語会」より）
◎学校などではできない、ちょっと変わった運動会が体験できて楽しかった。 （10代男性　「第4回未来の山口の運動会」より）

◎超自然主義との対比もおもしろく拝見しました。 （30代女性　企画展「沸騰する精神――詩人・上田敏雄」より）

◎やぎがみんなでトロルとたたかうところがおもしろかった。 （「三びきのやぎのがらがらどん」より）
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◎運動が苦手な娘でしたが楽しく参加できました。 （30代男性　「第4回未来の山口の運動会」より）

◎漠然としかイメージできていなかったバイオテクノロジー、パーソナルバイオを実体験できたことが良かったです。 （30代女性 　「パーソナル・バイオテクノロジー」より）

◎役者さんの声や表情、しぐさから色んなものが伝わってきて、生で芸能に触れることはいいなーと改めて思いました。
　（30代女性　「でべそ版ずっこけ狂言 でんでんむしむし48」より）




